
 

1. 趣 旨   少年たちがサッカーを通じて国際交流を図り、体を鍛え、フェアープレーの精神

     を学び、他国の楽しい仲間をつくりながら交流を深め正しく力強く生きる人間を

     つくることを狙いとする 

2. 参 加 資 格   和泉市サッカー連盟が招待するチーム 

 

3. 競 技 方 法   第 1日目 → 予選リーグ 

24チームを 6チーム毎の 4ブロックに分けブロック内の順位決定戦を行う。 

各ブロックを 3チームの 2グループに分けてリーグ戦を実施し、それぞれの同じ

順位同士で対戦し各ブロック内で 1位～6位を決定する。 

 

第 2日目 → 決勝トーナメント・順位トーナメント 

第 1日目の各ブロック 1～4位チームの計 16チームによる決勝トーナメント、 

各ブロック 5・6位チームの計 8チームによる順位トーナメントを実施 

 

4. 試合ボール 4号ボールとして大会本部が用意する 

5. 表 彰 決勝・順位トーナメントの各 1位～3位チーム  

  最優秀選手賞 1名（優勝チームより） ・ 優秀選手賞 23名 

 

6. 競 技 人 数 8人制 

7. 競 技 時 間 予選リーグ 20分ハーフ、決勝・順位トーナメント 15分ハーフ 

8. 順位の決定  ①リーグ戦は勝点（勝 3、引分 1、負 0）により決める。勝点が同じ場合は、 

   得失点差、総得点、対戦内容、抽選の順により決める。順位決定戦で同点の場 

   合は 3人制 PK戦により順位を決定する 

  ②トーナメント戦は、同点の場合 3人制の PK戦とする。但し、決勝戦については、

   10分間の延長を行い、なお決しない場合は 5人制の PK戦とする 

 

9. 試合の成立  試合直前メンバー6名以下の場合は棄権とみなします 

10. 選手の交代 試合中の交代は自由交代とする。再出場可   

11. 警 告 退 場  悪質なプレーヤーについては以後の試合に出場を認めないこともある。 

  （警告回数は、同一大会中累積され、その選手が 2回目の警告を受けた場合、 

  次の試合を出場停止とする） 

 

12. 審判について 主審は審判服を着用。線審は子ども可 

 

13. 服 装  ①ユニホーム、半パンツ、ストッキングを着用すること。但し、ゴールキーパー

    は色違いのユニホームを用いる。ビブス可 

    ②レガースを着用すること 

   ③ゴールキーパー以外は帽子を着用してはならない  

   ④靴は、ゴム底及びゴム質ポイントに限る 

14. 競 技 規 則 特に規定せぬ限り、現行日本サッカー協会競技規則に準ずる 

15. そ の 他 ①審判の判定には一切抗議できない 

  ②負傷者については応急処置のほか、責任をもたない 

  ③参加者はスポーツ傷害保険に加入すること 

  ④参加者は保護者の参加承諾を得ること 

 

  


